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令和５年２月１０日 

 

単価契約工事への工事請負契約約款第２５条第５項（単品スライド条項）の適用について 

 

 単価契約工事への工事請負契約約款第２５条第５項の規定（以下「単品スライド条項」と

いう。）の適用について、下記の通り定める。 

 

記 

 

１ 対象工事及び主要な工事材料 

（１）対象工事は契約書記載の工期末日までに完了検査に合格した工事とする。 

（２）単品スライド条項に規定する「主要な工事材料」は、鋼材類又は燃料油であって、各    

品目ごとに次式により算定した当該対象工事に係る変動額が、対象工事の出来高総額

の１００分の１に相当する金額を超えるものとする。 

変動額鋼 ＝ Ｍ変更鋼 － Ｍ当初鋼 

変動額油 ＝ Ｍ変更油 － Ｍ当初油 

Ｍ当初鋼，Ｍ当初油＝｛ｐ１×Ｄ１＋ｐ２×Ｄ２＋……＋ｐｍ×Ｄｍ｝×ｋ×110/100 

Ｍ変更鋼，Ｍ変更油＝｛ｐ’１×Ｄ１＋ｐ’２×Ｄ２＋……＋ｐ’ｍ×Ｄｍ｝×ｋ×110/100 

Ｍ変更鋼，Ｍ変更油：価格変動後の鋼材類又は燃料油の金額 

Ｍ当初鋼，Ｍ当初油：価格変動前の鋼材類又は燃料油の金額 

ｐ ：設計時点における鋼材類又は燃料油に該当する各材料の単価 

ｐ’：３の規定に基づき算定した価格変動後における鋼材類又は燃料油に該当する各

材料の単価 

Ｄ ：４の規定に基づき鋼材類又は燃料油に該当する各材料について算定した対象数

量 

ｋ ：落札率 

 

２ スライド額の算定 

 「工事請負契約約款第２５条第５項（単品スライド条項）の運用について」（以下「運用」

という。）の「２ スライド額の算定」を準用する。 

 

３ 価格変動後における単価の算定方法 

 運用の「３ 価格変動後における単価の算定方法」を準用する。 

 

 



４ 対象数量の算出方法 

 運用の「４ 対象数量の算出方法」（１）を準用する。同項（２）の規定は準用しない。 

 

５ 搬入等の時期、購入先及び購入価格に関する受注者への確認 

 運用の「５ 搬入等の時期、購入先及び購入価格に関する受注者への確認」を準用する。 

 

６ 契約金額の変更手続 

（１）単品スライド条項に基づく契約金額の変更の請求は、契約書記載の工期末日の２か月

前までに限り、これを行うことができる。 

   ただし、工期末日の２か月前の時点で完了検査に合格していない工事がある等の場

合は、工期末日の 2 か月前までに請求を行ったうえで、証明書類は工期末日の３週間

前までに提出するものとする。 

（２）単品スライド条項に基づく契約金額の変更契約は、契約書記載の工期の末に行うもの

とする。その際、２に基づき算定したスライド額を契約書の単価表に項目として追加し、

契約書記載の工期満了後、請求に基づき支払うものとする。 

 

７ 鋼材類又は燃料油以外の材料 

 運用の「９ 鋼材類又は燃料油以外の材料」を準用する。 

 

 附 則 

１ この運用は、令和５年２月１０日から施行し、適用する。 

２ 契約書記載の工期末日がこの通知の施行日以降で令和５年３月３１日以前である工事

については令和５年２月２８日まで請求ができることとする。 


